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●本来の目的以外に使用しない。
●宿泊しない。
●学外者を立入らせない。
●清潔にすることを心がけ、常に整理整頓をする。
●掲示は所定の場所に行い、みだりに壁、柱、ドア等に行わない。

●活動に必要としない物品を持ち込まない。
●備付けの備品等を許可なく部室外に移動しない。
●学内の施設から許可なくイス等の備品を持ち込まない。
●戸締り等の点検を確実に行う。
●部室の電気容量を越える電気製品は使用しない。
　以上のことを守られていない団体は、即、退去させます。

6月1日から翌年5月31日までの1ヵ年であり、
毎年手続きにより更新。

部室について

【月～土】9：00～21：30まで　　【日・祝】9：00～19：30まで　　

部室を使用するにあたっては、使用者は部室使用規程14条にもとづいて次のことを遵守してください。

●現金・貴重品を部室内に保管しない。
やむを得ず、学内に貴重品を持ち込む場合は、学生生活課
（東生駒キャンパス）と体育館入口に設置している貴重品ロ
ッカーを利用してください。
●鍵の保管を徹底する。
　（部室の玄関の上やメールボックスに入れたりしない。）
●部室が無人になる時は、たとえ短時間でも出入口や窓の施
錠をする。

●出入口、窓や鍵の破損は、すみやかに学生生活課へ届け出る。
●室内の蛍光灯が切れた場合は、速やかに届け出る。
　なお、盗難等の事故が発生した時、また、不審者を見かけた
時は、速やかに学生生活課（もしくは警備員室）に届け出てく
ださい。

　東生駒キャンパス学生生活課　0742-48-9185
　警備員室　0742-48-8107

●部室内を含め、キャンパス内は全面禁煙であるため喫煙は行わない。
●部室内では、電気コンロ、石油ストーブ等は使用しない。
　また、ガソリン等の危険物は持ち込まない。
●学内においての火気の使用の際は許可・確認の事。
●部室周辺に燃えやすい物を放置しない。
●クラブ員全員が防火意識を持つ。
●特に、部室内での調理等は厳禁。

部室の貸与期間は

使用日時は

部室内での盗難防止について
クラブおよび各部員の財産を守るためにも、次の事項を遵守し、盗難の防止に努めてください。

学内での火災予防について

キャンパスマナーの基本方針

大学は、学生と教職員によって構成される共同体です。本学は、学生の皆さんが安心して勉学に励むことができるよう、学ぶ
権利を保障するとともに、快適で安全な環境づくりに努力しています。他人に迷惑をかけ、不快感をあたえるようなマナー違
反は、学ぶ権利や快適な学習環境を奪うことにつながります。
そこで本学では、授業中や学生生活におけるマナーに関するガイドラインを作成し、モラルとマナーの向上をめざして、全学
的なマナー向上運動を実施します。

授業中の私語や教室の無断出入り、携帯電話の使用、飲食
などは、真面目に授業を受けている学生にとって大変迷惑に
なります（ただし、特別な理由がある場合は、担当教員に申し
出てください）。

「あいさつ」はコミュニケーションの第一歩であり、対人関
係や社会生活を円滑にします。日常の「あいさつ」を心がけ
ましょう

●挨拶の励行
受動喫煙の防止義務を定めた健康増進法第25条に基づ
き、東生駒キャンパス、学園前キャンパスともに敷地内は全
面禁煙としています。

また、学校外（通学路など）での路上喫煙や歩きタバコも行
わないようにしてください。本学の所在する奈良市には条
例で「路上喫煙禁止区域」が設定されており、区域内で喫
煙を行った場合に、過料（違反金）を科す罰則があります。

喫煙者のマナーとして、意識をしていなくても歩きタバコ
で幼児の顔へ火を近づけている危険があることや、タバコ
を吸わない人に対する煙の有害性についても認識するよ
うにしてください。

●喫煙（禁煙）について

自分のごみは自分でごみ箱に捨てるという、当たり前のマ
ナーを実践しましょう。

●ごみのポイ捨て禁止

大学までの通学路、駅、電車内、バス車内等の公共施設の場所で、他人の迷惑になるような行為を慎みましょう。
帝塚山大学の学生として、恥ずかしくない行動を心がけましょう。

レポートの提出期限をはじめ約束の時間を守ることは、社
会生活の基本です。時間管理を心がけましょう。

●時間の厳守、期限の厳守

授業中のマナー

学生生活のマナー

公共施設のマナー

Attention ・ news

注意・お知らせ等マナー向上に関するガイドライン

他人に迷惑をかける行為は許されるものではありません。そのために、社会にはルールやマナーといったものがあり、それを守る義務があ
ります。課外活動の目的の一つに、スポーツや文化を通して、社会性を身に付け、成長するということがあります。課外活動団体に所属する
学生は、学外で活動することも多く、帝塚山大学を構成する一員であるという自覚が求められる場面が多くあり、社会のルールやマナーを
強く意識する必要性が求められます。
本学では、以下のようなキャンパスマナーのガイドラインがあり、課外活動団体に所属する学生には、より一層のマナー向上を期待します。


